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(57)【要約】
　物体または個人の表面の一部分に装着されたコンフォ
ーマルセンサデバイスを使用して物体または個人の特性
をモニタリングするシステム、方法、装置、およびデバ
イスを提供する。本方法は、コンフォーマルセンサデバ
イスの少なくとも１つのセンサコンポーネントの少なく
とも１つの測定値を表すデータを受信するステップを含
み、コンフォーマルセンサデバイスは、表面の輪郭に略
追従してコンフォーマル接触の度合いを与える。本方法
は、データを分析して、表面の特性およびコンフォーマ
ル接触の度合を表す少なくとも１つのパラメータを生成
するステップを含む。少なくとも１つの測定値を表すデ
ータは、コンフォーマル接触の度合を表すデータを含む
。表面の特性は、表面の電磁放射への曝露量と、物体ま
たは個人の温度と、のうちの少なくとも一方である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物体または個人の表面の一部分に装着されたコンフォーマルセンサデバイスを使用して
前記物体または前記個人の特性をモニタリングするシステムであって、
　プロセッサで実行可能な命令を記憶する少なくとも１つのメモリと、
　前記少なくとも１つのメモリにアクセスして前記プロセッサで実行可能な命令を実行す
る処理装置であって、前記プロセッサで実行可能な命令は、
　前記コンフォーマルセンサデバイスの少なくとも１つのセンサコンポーネントの少なく
とも１つの測定値を表すデータを受信する通信モジュールを含み、前記コンフォーマルセ
ンサデバイスは、
　（ａ）前記少なくとも１つのセンサコンポーネントに入射する電磁放射であって、電磁
スペクトルの赤外領域、可視領域、または紫外領域の周波数を有する電磁放射の量と、
　（ｂ）前記表面の一部分の温度と、
のうちの少なくとも一方の前記少なくとも１つの測定値を取得する前記少なくとも１つの
センサコンポーネントを備え、
　前記コンフォーマルセンサデバイスは、前記表面の輪郭に略追従してコンフォーマル接
触の度合いを与え、
　前記少なくとも１つの測定値を表す前記データは、前記コンフォーマル接触の度合を表
すデータを含む、前記処理装置と、
　前記データを分析して、前記表面の特性および前記コンフォーマル接触の度合を表す少
なくとも１つのパラメータを生成する分析エンジンを備えるアプリケーションであって、
　前記表面の特性は、
　前記表面の前記電磁放射への曝露量と、
　前記物体または前記個人の温度と、
のうちの少なくとも一方である、アプリケーションと、
を備えるシステム。
【請求項２】
　前記アプリケーションはさらに、前記データおよび前記少なくとも１つのパラメータの
うちの少なくともいずれか一方を表示する表示モジュールを備える、請求項１に記載のシ
ステム。
【請求項３】
　前記コンフォーマルセンサデバイスはさらに、前記少なくとも１つの測定値を表す前記
データを送信する少なくとも１つの通信インタフェースを備える、請求項１に記載のシス
テム。
【請求項４】
　前記コンフォーマルセンサデバイスはさらに、柔軟であるか、伸縮自在であるか、また
はそれらの両方である基板を含み、前記少なくとも１つのセンサコンポーネントは、前記
柔軟であるか、伸縮自在であるか、またはそれらの両方である基板の上に配置される、請
求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記表面は、組織、布地、植物、芸術作品、紙、木、機械道具、または機器の一部分で
ある、請求項４に記載のシステム。
【請求項６】
　前記コンフォーマルセンサデバイスはさらに、前記少なくとも１つのセンサコンポーネ
ントを前記コンフォーマルセンサデバイスの少なくとも１つの他のコンポーネントと電気
的に結合する少なくとも１つの伸縮自在な相互接続を備える、請求項１に記載のシステム
。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの他のコンポーネントは、バッテリ、送信機、送受信機、増幅器、
処理装置、バッテリ用充電レギュレータ、無線周波数部品、メモリ、およびアナログセン
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シングブロックのうちの少なくとも１つである、請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
　前記通信モジュールは、前記データを受信する近距離無線通信（ＮＦＣ）対応コンポー
ネントを備える、請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
　前記通信モジュールは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）技術、Ｗｉ－Ｆｉ、Ｗｉ－Ｍ
ａｘ、ＩＥＥＥ　８０２．１１技術、無線周波数（ＲＦ）通信、赤外線データ協会規格（
ＩｒＤＡ）対応プロトコル、または共用無線アクセスプロトコル（ＳＷＡＰ）に基づく通
信プロトコルを実装する、請求項１に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記分析エンジンは、前記データを較正基準と比較することによって前記データを分析
する、請求項１に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記データは、前記少なくとも１つのセンサコンポーネントに入射する電磁放射の量を
表すデータを含み、前記比較は、前記表面の前記電磁放射への曝露量を表す、請求項１０
に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記較正基準は、前記データの値と、表面の前記電磁放射への既知の曝露量との間の相
間を含む、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記データは、前記表面の前記一部分の温度を表すデータを含み、前記比較は、前記物
体または前記個人の温度を表す、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記較正基準は、前記データの値と、物体または個人の計算された温度との間の相間を
含む、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記データおよび前記少なくとも１つのパラメータのうちの少なくともいずれか一方を
記憶する少なくとも１つのメモリをさらに備える、請求項１に記載のシステム。
【請求項１６】
　物体または個人の表面の一部分に装着されたコンフォーマルセンサデバイスを使用して
前記物体または前記個人の特性をモニタリングする方法であって、
　通信インタフェースを使用して、前記コンフォーマルセンサデバイスの少なくとも１つ
のセンサコンポーネントの少なくとも１つの測定値を表すデータを受信するステップであ
って、前記コンフォーマルセンサデバイスは、
　（ａ）前記少なくとも１つのセンサコンポーネントに入射する電磁放射であって、電磁
スペクトルの赤外領域、可視領域、または紫外領域の周波数を有する電磁放射の量と、
　（ｂ）前記表面の一部分の温度と、
のうちの少なくとも一方の前記少なくとも１つの測定値を取得する前記少なくとも１つの
センサコンポーネントを備え、
　前記コンフォーマルセンサデバイスは、前記表面の輪郭に略追従してコンフォーマル接
触の度合いを与え、
　前記少なくとも１つの測定値を表す前記データは、前記コンフォーマル接触の度合を表
すデータを含む、ステップと、
　アプリケーションを実行する処理装置を使用して、前記データを分析して、前記表面の
特性および前記コンフォーマル接触の度合を表す少なくとも１つのパラメータを生成する
ステップであって、
　前記表面の特性は、
　前記表面の前記電磁放射への曝露量と、
　前記物体または前記個人の温度と、
のうちの少なくとも一方である、ステップと、
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を含む方法。
【請求項１７】
　前記データおよび前記少なくとも１つのパラメータのうちの少なくともいずれか一方を
少なくとも１つのメモリに記憶させるステップをさらに含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記アプリケーションのディスプレイを使用して、前記データおよび前記少なくとも１
つのパラメータのうちの少なくともいずれか一方を表示するステップをさらに含む、請求
項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　前記データを分析するステップは、前記データを較正基準と比較するステップを含む、
請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
　前記データは、前記少なくとも１つのセンサコンポーネントに入射する前記電磁放射の
量を表すデータを含み、前記比較は、前記表面の前記電磁放射への曝露量を表す、請求項
１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記較正基準は、前記データの値と、表面の前記電磁放射への既知の曝露量との間の相
間を含む、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記データは、前記表面の前記一部分の温度を表すデータを含み、前記比較は、前記物
体または前記個人の温度を表す、請求項１９に記載の方法。
【請求項２３】
　前記較正基準は、前記データの値と、物体または個人の計算された温度との間の相間を
含む、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　プロセッサで実行可能な命令を表すコードがエンコードされている少なくとも１つの非
一時的コンピュータ可読媒体であって、前記プロセッサで実行可能な命令は、１つ以上の
処理装置によって実行された場合に物体または個人の表面の一部分に装着されたコンフォ
ーマルセンサデバイスを使用して前記物体または前記個人の特性をモニタリングする方法
を実施する命令を含み、前記方法は、
　通信インタフェースを使用して、前記コンフォーマルセンサデバイスの少なくとも１つ
のセンサコンポーネントの少なくとも１つの測定値を表すデータを受信するステップであ
って、前記コンフォーマルセンサデバイスは、
　（ａ）前記少なくとも１つのセンサコンポーネントに入射する電磁放射であって、電磁
スペクトルの赤外領域、可視領域、または紫外領域の周波数を有する電磁放射の量と、
　（ｂ）前記表面の一部分の温度と、
のうちの少なくとも一方の前記少なくとも１つの測定値を取得する前記少なくとも１つの
センサコンポーネントを備え、
　前記コンフォーマルセンサデバイスは、前記表面の輪郭に略追従してコンフォーマル接
触の度合いを与え、
　前記少なくとも１つの測定値を表す前記データは、前記コンフォーマル接触の度合を表
すデータを含む、ステップと、
　アプリケーションを実行する処理装置を使用して、前記データを分析して、前記表面の
特性および前記コンフォーマル接触の度合を表す少なくとも１つのパラメータを生成する
ステップであって、
　前記表面の特性は、
　前記表面の前記電磁放射への曝露量と、
　前記物体または前記個人の温度と、
のうちの少なくとも一方である、ステップと、
を含む、コンピュータ可読媒体。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　本出願は、２０１３年１月８日に出願された米国仮特許出願第６１／７５０，２６９号
明細書、名称「ＵＶ　ＳＥＮＳＯＲ＆ＴＥＭＰＥＲＡＴＵＲＥ　ＳＥＮＳＯＲ　ＤＥＶＩ
ＣＥＳ　ＡＮＤ　ＰＡＴＣＨＥＳ」、２０１３年１月９日に出願された米国仮特許出願第
６１／７５０，５８７号明細書、名称「ＴＥＭＰＥＲＡＴＵＲＥ　ＳＥＮＳＯＲ　ＡＰＰ
」、および２０１３年１月９日に出願された米国仮特許出願第６１／７５０，５９６号明
細書、名称「ＴＥＭＰＥＲＡＴＵＲＥ　ＳＥＮＳＯＲ　ＡＰＰ」の優先権を主張するもの
であり、これらのそれぞれは参照によりその全内容が本明細書に組み込まれる。
【背景技術】
【０００２】
　皮膚の手入れおよび皮膚の健康の分野を含めた、表面の特性をモニタリングする用途の
ための電子装置を開発する取り組みが行われている。たとえば、皮膚がんは最も多く診断
されるタイプのがんであり、大多数の皮膚がんは、太陽または人工日焼け装置からの紫外
（ＵＶ）線への過剰曝露が関係する可能性がある。認識が高まれば、ＵＶ電磁線への過剰
曝露の防止につながり、皮膚がんのリスクの低減を促進しうる。
【０００３】
　個人の健康状態のモニタリングには、温度測定が役立ちうる。たとえば、温度上昇は、
発熱状態または無理のしすぎを表している可能性がある。他の例では、温度低下は、低体
温症を表している可能性がある。
【０００４】
　電子装置を一部の医療関連用途で使用しようとすると、ほとんどの電子装置のデザイン
およびパッケージが箱形の剛体であることが阻害要因となる場合がある。生物の組織は、
主として軟らかく、曲がりやすく、曲線状である。これに対して箱形の剛体の電子装置は
硬くて角がある場合があり、組織の測定に影響する可能性がある。
【０００５】
　そのような剛体の電子装置は、非医療ベースのシステムの用途も限定する可能性がある
。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記を鑑みて、物体または個人の特性をモニタリングするシステムおよび方法を提供す
る。本明細書に開示のシステムおよび方法は、たとえば、温度または電磁放射への曝露量
を表す値の測定に使用されてよい。実装形態によっては、本システムは、衣服および保護
装置に装着されるなど、物体または個人と直接結合可能なコンフォーマル電子装置の中に
配置されてよい。本システムは、センサ測定値からのデータを分析するアプリケーション
をコンピューティング装置上に提供する。
【０００７】
　本明細書に記載のシステム、方法、装置、およびデバイスの各例は、物体または個人の
表面の一部分に装着されたコンフォーマルセンサデバイスを使用して物体または個人の特
性をモニタリングすることを提供する。本方法は、コンフォーマルセンサデバイスの少な
くとも１つのセンサコンポーネントの少なくとも１つの測定値を表すデータを受信するス
テップを含み、コンフォーマルセンサデバイスは、表面の輪郭に略追従してコンフォーマ
ル接触の度合いを与える。本方法は、データを分析して、表面の特性およびコンフォーマ
ル接触の度合を表す少なくとも１つのパラメータを生成するステップを含む。少なくとも
１つの測定値を表すデータは、コンフォーマル接触の度合を表すデータを含む。表面の特
性は、表面の電磁放射への曝露量と、物体または個人の温度と、のうちの少なくとも一方
である。
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【０００８】
　本明細書に記載の原理に従い、物体または個人の表面の一部分に装着されたコンフォー
マルセンサデバイスを使用して物体または個人の特性をモニタリングするシステムを提供
する。本例では、システムは、プロセッサで実行可能な命令を記憶する少なくとも１つの
メモリと、その少なくとも１つのメモリにアクセスしてプロセッサで実行可能な命令を実
行する処理装置と、を含む。プロセッサで実行可能な命令は、コンフォーマルセンサデバ
イスの少なくとも１つのセンサコンポーネントの少なくとも１つの測定値を表すデータを
受信する通信モジュールと、データを分析して、表面の特性およびコンフォーマル接触の
度合を表す少なくとも１つのパラメータを生成する分析エンジンを含むアプリケーション
と、を含む。コンフォーマルセンサデバイスは、（ａ）少なくとも１つのセンサコンポー
ネントに入射する電磁放射であって、電磁スペクトルの赤外領域、可視領域、または紫外
領域の周波数を有する電磁放射の量と、（ｂ）表面の一部分の温度と、のうちの少なくと
も一方の少なくとも１つの測定値を取得する少なくとも１つのセンサコンポーネントを含
む。コンフォーマルセンサデバイスは、表面の輪郭に略追従してコンフォーマル接触の度
合いを与える。少なくとも１つの測定値を表すデータは、コンフォーマル接触の度合を表
すデータを含む。表面の特性は、表面の電磁放射への曝露量と、物体または個人の温度と
、のうちの少なくとも一方である。
【０００９】
　一例では、アプリケーションはさらに、データおよび／または少なくとも１つのパラメ
ータを表示する表示モジュールを含む。
　一例では、コンフォーマルセンサデバイスはさらに、少なくとも１つの測定値を表すデ
ータを送信する少なくとも１つの通信インタフェースを含む。
【００１０】
　別の例では、コンフォーマルセンサデバイスはさらに、柔軟かつ／または伸縮自在な基
板を含み、少なくとも１つのセンサコンポーネントは、柔軟かつ／または伸縮自在な基板
の上に配置される。
【００１１】
　一例では、表面は、組織、布地、植物、芸術作品、紙、木、機械道具、または機器の一
部分である。
　一例では、コンフォーマルセンサデバイスはさらに、少なくとも１つのセンサコンポー
ネントをコンフォーマルセンサデバイスの少なくとも１つの他のコンポーネントと電気的
に結合する少なくとも１つの伸縮自在な相互接続を含む。少なくとも１つの他のコンポー
ネントは、バッテリ、送信機、送受信機、増幅器、処理装置、バッテリ用充電レギュレー
タ、無線周波数部品、メモリ、およびアナログセンシングブロックのうちの少なくとも１
つであってよい。
【００１２】
　一例では、通信モジュールは、データを受信する近距離無線通信（ＮＦＣ）対応コンポ
ーネントを含む。
　一例では、通信モジュールは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）技術、Ｗｉ－Ｆｉ、Ｗ
ｉ－Ｍａｘ、ＩＥＥＥ　８０２．１１技術、無線周波数（ＲＦ）通信、赤外線データ協会
規格（ＩｒＤＡ）対応プロトコル、または共用無線アクセスプロトコル（ＳＷＡＰ）に基
づく通信プロトコルを実装する。
【００１３】
　一例では、分析エンジンは、データを較正基準と比較することによってデータを分析す
る。
　一例では、データは、少なくとも１つのセンサコンポーネントに入射する電磁放射の量
を表すデータを含み、比較は、表面の電磁放射への曝露量を表す。較正基準は、データの
値と、表面の電磁放射への既知の曝露量との間の相間を含んでよい。
【００１４】
　一例では、データは、表面の一部分の温度を表すデータを含んでよく、比較は、物体ま
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たは個人の温度を表す。較正基準は、データの値と、物体または個人の計算された温度と
の間の相間を含んでよい。
【００１５】
　一例では、本システムはさらに、データおよび／または少なくとも１つのパラメータを
記憶する少なくとも１つのメモリを含んでよい。
　本明細書に記載の原理に従い、物体または個人の表面の一部分に装着されたコンフォー
マルセンサデバイスを使用して物体または個人の特性をモニタリングする方法を提供する
。本方法は、通信インタフェースを使用して、コンフォーマルセンサデバイス、コンフォ
ーマルセンサデバイスの少なくとも１つのセンサコンポーネントの少なくとも１つの測定
値を表すデータを受信するステップと、アプリケーションを実行する処理装置を使用して
、データを分析して、表面の特性およびコンフォーマル接触の度合を表す少なくとも１つ
のパラメータを生成するステップと、を含む。コンフォーマルセンサデバイスは、（ａ）
少なくとも１つのセンサコンポーネントに入射する電磁放射であって、電磁スペクトルの
赤外領域、可視領域、または紫外領域の周波数を有する電磁放射の量と、（ｂ）表面の一
部分の温度と、のうちの少なくとも一方の少なくとも１つの測定値を取得する少なくとも
１つのセンサコンポーネントを含む。コンフォーマルセンサデバイスは、表面の輪郭に略
追従してコンフォーマル接触の度合いを与える。少なくとも１つの測定値を表すデータは
、コンフォーマル接触の度合を表すデータを含む。表面の特性は、表面の電磁放射への曝
露量と、物体または個人の温度と、のうちの少なくとも一方である。
【００１６】
　一例では、本方法はさらに、データおよび／または少なくとも１つのパラメータを少な
くとも１つのメモリに記憶させるステップを含む。本方法はさらに、アプリケーションの
ディスプレイを使用して、データおよび／または少なくとも１つのパラメータを表示する
ステップを含む。
【００１７】
　一例では、データを分析するステップは、データを較正基準と比較するステップを含む
。
　一例では、データは、少なくとも１つのセンサコンポーネントに入射する電磁放射の量
を表すデータを含み、比較は、表面の電磁放射への曝露量を表す。較正基準は、データの
値と、表面の電磁放射への既知の曝露量との間の相間を含んでよい。
【００１８】
　一例では、データは、表面の一部分の温度を表すデータを含み、比較は、物体または個
人の温度を表す。較正基準は、データの値と、物体または個人の計算された温度との間の
相間を含んでよい。
【００１９】
　本明細書に記載の原理に従い、プロセッサで実行可能な命令を表すコードがエンコード
されている少なくとも１つの非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。プロセッサで実
行可能な命令は、１つ以上の処理装置によって実行された場合に物体または個人の表面の
一部分に装着されたコンフォーマルセンサデバイスを使用して物体または個人の特性をモ
ニタリングする方法を実施する命令を含む。本方法は、通信インタフェースを使用して、
コンフォーマルセンサデバイス、コンフォーマルセンサデバイスの少なくとも１つのセン
サコンポーネントの少なくとも１つの測定値を表すデータを受信するステップと、アプリ
ケーションを実行する処理装置を使用して、データを分析して、表面の特性およびコンフ
ォーマル接触の度合を表す少なくとも１つのパラメータを生成するステップと、を含む。
コンフォーマルセンサデバイスは、（ａ）少なくとも１つのセンサコンポーネントに入射
する電磁放射であって、電磁スペクトルの赤外領域、可視領域、または紫外領域の周波数
を有する電磁放射の量と、（ｂ）表面の一部分の温度と、のうちの少なくとも一方の少な
くとも１つの測定値を取得する少なくとも１つのセンサコンポーネントを含む。コンフォ
ーマルセンサデバイスは、表面の輪郭に略追従してコンフォーマル接触の度合いを与える
。少なくとも１つの測定値を表すデータは、コンフォーマル接触の度合を表すデータを含
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む。表面の特性は、表面の電磁放射への曝露量と、物体または個人の温度と、のうちの少
なくとも一方である。
【００２０】
　当業者であれば理解されるように、本明細書において示された各図は、例示のみを目的
としている。場合によっては、記載の実装形態の各種態様が、記載の実装形態の理解を促
進するために誇張または拡大されて図示されてよいことを理解されたい。図面においては
、様々な図面の全体を通して、類似の参照符号は、一般に、類似の特徴、機能的に同様な
要素および／または構造的に同様な要素を指す。図面は、必ずしも縮尺が正確ではなく、
むしろ、本教示の原理をわかりやすく示すことに重点を置いている。図面は、本教示の範
囲を決して限定するものではない。本システムおよび本方法は、以下の図面を参照するこ
とにより、後続の例示的説明からよりよく理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本明細書に記載の原理によるシステム例のブロック図を示す。
【図２】本明細書に記載の原理によるコンフォーマルセンサデバイス例のブロック図を示
す。
【図３】本明細書に記載の原理による、モニタリング可能な個人の特性の例を示す。
【図４】本明細書に記載の原理によるパッチ例を示す。
【図５】本明細書に記載の原理によるコンピューティング装置例のブロック図を示す。
【図６Ａ】本明細書に記載の原理によるコンピューティングシステム例のアーキテクチャ
を示す。
【図６Ｂ】本明細書に記載の原理による方法例のフローチャートを示す。
【図７】本明細書に記載の原理によるＥＭ　Ａｐｐ例を示す。
【図８】本明細書に記載の原理による、ＥＭ　Ａｐｐ例のグラフィック表示例を示す。
【図９】本明細書に記載の原理による、ユーザがＥＭ　Ａｐｐ例を使用してナビゲートで
きる表の一例を示す。
【図１０】本明細書に記載の原理による、コンフォーマルセンサデバイス例から収集され
るデータのグラフィック表示例を示す。
【図１１】本明細書に記載の原理による、ＥＭ　Ａｐｐ例の表示例を示す。
【図１２】本明細書に記載の原理による、ＥＭ　Ａｐｐ例の設定ページ例を示す。
【図１３】本明細書に記載の原理による、ＥＭ　Ａｐｐ例のパッチ情報表示例を示す。
【図１４】本明細書に記載の原理による、ＥＭ　Ａｐｐ例の表示例を示す。
【図１５】本明細書に記載の原理による、温度Ａｐｐ例を示す。
【図１６】本明細書に記載の原理による、温度Ａｐｐ例の表示例を示す。
【図１７】本明細書に記載の原理による、ユーザが温度Ａｐｐ例を使用してナビゲートで
きる表の一例を示す。
【図１８】本明細書に記載の原理による、温度Ａｐｐ例のグラフィカルプロット例を示す
。
【図１９】本明細書に記載の原理による、温度Ａｐｐ例の設定ページ例を示す。
【図２０】本明細書に記載の原理による、温度Ａｐｐ例のパッチ情報表示例を示す。
【図２１】本明細書に記載の原理による、温度Ａｐｐ例のアラーム表示例を示す。
【図２２】本明細書に記載の原理による、温度Ａｐｐ例の設定ページ例を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下で詳述される各概念のあらゆる組み合わせは（そのような各概念が相互に矛盾する
ものでないという前提で）本明細書において開示される発明主題の一部として考えられる
ことを理解されたい。また、参照により組み込まれるあらゆる開示にも出現しうる、本明
細書で明示的に使用されている用語は、本明細書に開示の特定の概念と最も調和する意味
が与えられるべきであることも理解されたい。
【００２３】
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　以下では、物体または個人の表面の一部分に装着されたコンフォーマルセンサデバイス
を使用して物体または個人の特性をモニタリングする、本発明の方法、装置、およびシス
テムに関連付けられる各種概念、およびこれらの実施形態について詳述する。上記で紹介
され以下で詳述される各種概念は、多くの方法のいずれにおいて実施されてもよいことを
理解されたい。これは、開示される各概念が、いかなる特定の実施方法にも限定されない
ためである。具体的な実装形態および応用の各例は、主に例示を目的として与えられる。
【００２４】
　本明細書においては、「含む（ｉｎｃｌｕｄｅｓ）」という語句は、含むことを意味す
るが、これに限定されず、「含んでいる（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」という語句は、含んで
いることを意味するが、これに限定されない。「基づく（ｂａｓｅｄ　ｏｎ）」という語
句は、少なくとも部分的に基づくことを意味する。
【００２５】
　本開示は、物体または個人の表面の一部分に装着されたコンフォーマルセンサデバイス
を使用して物体または個人の特性をモニタリングするシステム、方法、および装置に関す
る。コンフォーマルセンサデバイスは、測定を行うセンサコンポーネントを少なくとも１
つ含む。測定は、表面の一部分の温度の測定、および／またはセンサコンポーネントに入
射する電磁放射の量の測定であってよい。一例では、電磁放射は、電磁スペクトルの赤外
領域、可視領域、または紫外領域の周波数の電磁放射である。コンフォーマルセンサデバ
イスは、表面の輪郭に略追従してコンフォーマル接触の度合いを与える。その少なくとも
１つのセンサコンポーネントの測定によって与えられるデータを分析することにより、表
面の特性を表す少なくとも１つのパラメータが得られる。この分析に基づいて決定されう
る物体または個人の特性の非限定的な例として、表面の電磁放射への曝露量と、物体また
は個人の温度と、を示すことが挙げられる。このデータの分析により、コンフォーマルセ
ンサデバイスの、表面の輪郭とのコンフォーマル接触の度合を表す情報を提供することも
可能である。
【００２６】
　本明細書に記載のシステム、方法、装置、およびデバイスの例のいずれにおいても、コ
ンフォーマルセンサデバイスの装着対象は、人間被験者および／または人間被験者の身体
部分であってよい。たとえば、実装形態によっては、対象は、被験者の頭、腕、足、胸、
腹、および／または肩であってよい。いくつかの例では、対象は無生物対象であってよい
。
【００２７】
　本明細書に記載の原理に従うシステムの一例は、物体または個人の表面の一部分に装着
されたコンフォーマルセンサデバイスを使用して物体または個人の特性をモニタリングす
ることを提供する。このシステム例は、モバイル通信装置上で動作するアプリケーション
を採用する。そのようなモバイル通信装置の非限定的な例として、スマートフォン（たと
えば、ｉＰｈｏｎｅ（登録商標）、ＢｌａｃｋＢｅｒｒｙ（登録商標）、またはＡＮＤＲ
ＯＩＤ（登録商標）型スマートフォンなどがあり、これらに限定されない）、タブレット
、スレート、電子書籍リーダ（ｅリーダ）、電子手帳、または他の電子リーダ、あるいは
ハンドヘルド、ポータブル、またはウェアラブルのコンピューティング装置、または他の
任意の均等な機器、Ｘｂｏｘ（登録商標）、Ｗｉｉ（登録商標）、または他のゲームシス
テムが挙げられる。コンフォーマルセンサデバイスは、モバイル通信装置と通信可能に結
合される。コンフォーマルセンサデバイスは、測定値を取得するためのセンサコンポーネ
ントを少なくとも１つ含み、測定値は、たとえば、表面の一部分の温度やセンサコンポー
ネントに入射する電磁放射の量などであり、これらに限定されない。モバイル通信装置は
、それらの測定値を表すデータを受信する。モバイル通信装置は、そのデータを分析して
表面の特性を表す少なくとも１つのパラメータを算出するアプリケーションを含み、パラ
メータは、たとえば、表面の電磁放射への曝露量や物体または個人の温度を表すパラメー
タであり、これらに限定されない。
【００２８】
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　図１は、本明細書に記載の原理に従う非限定的なシステム例のブロック図を示す。この
システム例１００は、本明細書に記載のような測定を行うセンサコンポーネントを少なく
とも１つ含む少なくとも１つのコンフォーマルセンサデバイス１０２を含む。たとえば、
測定は、表面の一部分の温度の測定、またはこの少なくとも１つのセンサコンポーネント
が曝露される電磁放射（可視スペクトルまたは紫外光の電磁放射を含む）の量の測定であ
ってよい。コンフォーマルセンサデバイス１０２は、他のコンポーネントを少なくとも１
つ含んでよい。一実施例では、少なくとも１つの他のコンポーネントは、処理装置であっ
てよい。一実施例では、少なくとも１つのコンポーネントは、コンフォーマルセンサデバ
イス１０２に電力を供給するように構成されてよい。たとえば、少なくとも１つの他のコ
ンポーネントは、電位を供給するために使用可能なバッテリまたは他の任意のエネルギ蓄
積装置を含んでよい。
【００２９】
　図１に示されるように、コンフォーマルセンサデバイス１０２は、外部コンピューティ
ング装置１０４と通信可能に結合される。コンピューティング装置１０４の非限定的な例
として、スマートフォン、タブレット、スレート、ｅリーダ、電子手帳、または他の、上
述のモバイル通信装置のいずれかを含む任意の均等な機器が挙げられる。一例として、コ
ンピューティング装置１０４は、コンフォーマルセンサデバイスからのデータ信号を分析
する分析モジュールを含むアプリケーションを実行するように構成された処理装置を含ん
でよい。
【００３０】
　一実施例では、コンフォーマルセンサデバイス１０２は、本装置からの信号をコンピュ
ーティング装置例１０４に送信するように構成された他のコンポーネントを少なくとも１
つ含む。たとえば、この少なくとも１つのコンポーネントは、少なくとも１つのセンサコ
ンポーネントによる測定結果を表すデータを含む信号をコンピューティング装置例１０４
に送信するように構成された送信機または送受信機を含んでよい。
【００３１】
　一例では、コンフォーマルセンサデバイス１０２は、表面の電気的特性を測定するセン
サコンポーネントを少なくとも１つ含んでよい。たとえば、組織の水和状態の測定を行う
ために、組織の電気的特性の容量性測定が行われてよい。一実施例では、少なくとも１つ
の他のコンポーネントは、少なくとも１つの処理装置を含んでよい。
【００３２】
　一例では、コンフォーマルセンサデバイスに含まれる少なくとも１つのセンサは、柔軟
かつ／または伸縮自在な基板の上に配置される。いくつかの例では、コンフォーマルセン
サデバイスは、柔軟かつ／または伸縮自在なカプセル材料でカプセル化される。本明細書
に記載の原理によれば、基板および／またはカプセル材料は、様々なポリマーまたはポリ
マー複合材料の１つ以上を含んでよく、これらは、ポリイミド、ポリエステル、シリコー
ンまたはシロキサン（たとえば、ポリジメチルシロキサン（ＰＤＭＳ））、フォトパター
マブルシリコーン、ＳＵ８または他のエポキシベースポリマー、ポリジオキサノン（ＰＤ
Ｓ）、ポリスチレン、パリレン、パリレン－Ｎ、超高分子量ポリエチレン、ポリエーテル
ケトン、ポリウレタン、ポリ乳酸、ポリグリコール酸、ポリテトラフルオロエチレン、ポ
リアミック酸、ポリメチルアクリレート、または他の任意の柔軟または伸縮自在な材料（
圧縮性エアロジェル状材料やアモルファス半導体または誘電性材料を含む）を含む。本明
細書に記載のいくつかの例では、コンフォーマルセンサデバイスは、基板上に配置された
り、柔軟または伸縮自在な層と層の間に配置されたりする、非柔軟な電子装置を含んでよ
い。別の非限定的な例では、基板および／またはカプセル材料はシリコーンから形成され
てよく、たとえば、ＳＯＲＴＡＣＬＥＡＲ（商標）シリコーン、ＳＯＬＡＲＩＳ（商標）
シリコーン、またはＥＣＯＦＬＥＸ（登録商標）シリコーン（すべてＳｍｏｏｔｈ－Ｏｎ
，Ｉｎｃ．，Ｅａｓｔｏｎ，ＰＡから入手可能）から形成されてよく、これらに限定され
ない。一例では、カプセル化層は、ヤング率が約１００ＭＰａ以下である。電磁スペクト
ルのＩＲ領域または可視領域の電子放射を検出するようにコンフォーマルセンサデバイス
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例が構成されている一実施例では、ポリイミドから形成されたカプセル化層が使用されて
よく、これは、ポリイミドが紫外電磁周波数を吸収するように構成可能なためである。一
例では、電磁スペクトルのＵＶ領域の電磁放射を検出するように構成されるコンフォーマ
ルセンサデバイス例に、ポリイミドから形成されたカプセル化層が使用されてよい。
【００３３】
　一例では、コンフォーマルセンサデバイスの電子装置は、少なくとも１つのセンサコン
ポーネントをコンフォーマルセンサデバイスの少なくとも１つの他のコンポーネントと電
気的に結合するための伸縮自在な相互接続を少なくとも１つ含んでよい。いくつかの例で
は、少なくとも１つの他のコンポーネントは、バッテリ、送信機、送受信機、増幅器、処
理装置、バッテリ用充電器レギュレータ、無線周波数用部品、メモリ、およびアナログセ
ンシングブロックのうちの少なくとも１つである。
【００３４】
　一例では、コンフォーマルセンサデバイスは、少なくとも１つのセンサコンポーネント
を含んでよく、たとえば、温度センサまたは電磁放射センサを含んでよく、これらに限定
されない。少なくとも１つのセンサコンポーネントは、加速度計および／またはジャイロ
スコープを含んでよい。そのような例では、加速度計および／またはジャイロスコープは
、民生用（ＣＯＴＳ）を含む市販品であってよい。加速度計は、機械的な動きを電気信号
に変換する圧電部品または容量性部品を含んでよい。圧電加速度計は、圧電材料または単
結晶の特性を活用して、機械的な動きを電気信号に変換することが可能である。容量性加
速度計は、シリコン微細加工センシング素子を採用してよく、たとえば、微小電子機械シ
ステム（ＭＥＭＳ）センシング素子を採用してよい。ジャイロスコープは、位置および大
きさの検出精度を高める測定を促進することが可能である。非限定的な例として、ジャイ
ロスコープは、これに結合される物体の傾斜または勾配を測定するために使用されてよい
。別の例として、ジャイロスコープは、物体の回転速度または回転加速度を測定するため
に使用されてよい。たとえば、傾斜または勾配は、ジャイロスコープの出力（即ち、測定
値）の積分に基づいて計算されてよい。
【００３５】
　図２は、本明細書に記載の原理の別の実装形態による、非限定的な一例であるコンフォ
ーマルセンサデバイス１５０のブロック図を示す。システム例１５０は、測定を行うため
に使用可能なセンサコンポーネント１０２を少なくとも１つ含む。測定は、表面の電磁放
射への曝露量の測定、表面の一部分の温度の測定、あるいは、容量性測定による表面の電
気的特性の測定であってよい。図２の非限定的な例では、少なくとも１つの他のコンポー
ネントは、少なくとも１つのセンサコンポーネント１０２と結合されるアナログセンシン
グブロック１５２、およびアナログセンシングブロック１５２と結合される少なくとも１
つの処理装置１５４を含む。少なくとも１つの他のコンポーネントは、メモリ１５６を含
む。たとえば、メモリ１５６は不揮発性メモリであってよい。非限定的な一例として、メ
モリ１５６は、ＲＦチップの一部分としてマウントされてよい。少なくとも１つの他のコ
ンポーネントはまた、送信機または送受信機１５８を含む。送信機または送受信機１５８
は、データを少なくとも１つのセンサコンポーネント１０２からコンポーネント装置例１
０４（図示せず）に送信することに使用されてよい。図２のシステム例１５０も、バッテ
リ１６０、およびバッテリ１６０と結合された充電器レギュレータ１６２を含む。充電器
レギュレータ１６２およびバッテリ１６０は、処理装置１５４およびメモリ１５６と結合
されている。
【００３６】
　システム１５０の非限定的な使用例を以下に示す。バッテリ１６０は、装置１０２が測
定を行うための電力を供給する。処理装置１５４は定期的に作動してアナログセンシング
ブロック１５２を励起し、アナログセンシングブロック１５２は信号を調整して処理装置
１５４のＡ／Ｄポートに送達する。装置１０２からのデータはメモリ１５６に記憶される
。一例では、近距離無線通信（ＮＦＣ）に対応したコンピューティング装置１０４（図示
せず）がシステム１５０の近くに持ってこられると、データがそのハンドヘルド装置に転
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送され、ハンドヘルド装置のアプリケーションソフトウェアによって解釈される。データ
ロギングとデータ転送は非同期であってよい。たとえば、データロギングは毎分行われて
よく、一方、データ転送は偶発的に行われてよい。
【００３７】
　本明細書に記載の原理に従うコンフォーマルセンサデバイス例は、特性のモニタリング
を、他の多様な体表センサとの組み合わせで行うために使用されてよい。本明細書に記載
のコンフォーマルセンサデバイスの１つ以上を使用してモニタリングできる特性の非限定
的な例を図３に示す。たとえば、本明細書に記載のコンフォーマルセンサデバイス例は、
組織のＩＲ光、可視光、またはＵＶ光への曝露量、または組織に塗布された製品によって
提供される日焼け防止指数（ＳＰＦ）の量を測定するための、本明細書に記載の原理に従
う少なくとも１つのセンサコンポーネントを含んでよい。さらに別の例として、本明細書
に記載の装置が、組織の水和レベルを測定する水和センサを少なくとも１つ含むように構
成されてよい。別の例として、本明細書に記載の装置が、組織の温度を測定する温度セン
サを少なくとも１つ含むように構成されてよい。
【００３８】
　本明細書に記載の技術プラットフォームの装置およびシステムは、長期間にわたって非
常に低い電力レベルでセンサデータのロギングを行うために使用可能なコンフォーマル電
子装置をサポートするとともに、（ハンドヘルド装置を含む）外部コンピューティング装
置との無線通信を提供する。このコンフォーマル電子装置は、体表電子装置、および紙、
木、革、布地（キャンバス上の芸術作品または他の作品を含む）、植物、または道具を含
む他の表面に追従する電子装置を含む。
【００３９】
　本明細書に記載の技術プラットフォームは、表面の電磁放射への曝露量のモニタリング
に使用できるコンフォーマル電子装置をサポートする。一例では、センサコンポーネント
は、ＵＶＡおよびＵＶＢへの曝露量を連続記録できるＵＶセンサである。非限定的な一例
では、本明細書に記載のコンフォーマルセンサデバイス例が、表面の電磁放射への曝露量
を記録し、データ測定値をコンピューティング装置例に送信するＩＲ／可視／ＵＶセンサ
として構成されてよい。
【００４０】
　一例では、２０１２年９月４日に出願された米国特許出願第１３／６０３，２９０号明
細書、名称「ＥＬＥＣＴＲＯＮＩＣＳ　ＦＯＲ　ＤＥＴＥＣＴＩＯＮ　ＯＦ　Ａ　ＣＯＮ
ＤＩＴＩＯＮ　ＯＦ　ＴＩＳＳＵＥ」、または２０１２年９月２８日に出願された米国特
許出願第１３／６３１，７３９号明細書、名称「ＥＬＥＣＴＲＯＮＩＣＳ　ＦＯＲ　ＤＥ
ＴＥＣＴＩＯＮ　ＯＦ　Ａ　ＰＲＯＰＥＲＴＹ　ＯＦ　Ａ　ＳＵＲＦＡＣＥ」（これらは
それぞれ、参照により、図面を含む全内容が本明細書に組み込まれる）に記載のどのセン
サ装置も、本明細書に記載のどの例の原理にも従うコンフォーマルセンサデバイスとして
実装されてよい。
【００４１】
　非限定的な一例では、本明細書に記載のどの原理にも従うコンフォーマルセンサデバイ
スが、パッチの一部分として表面に装着されてよい。表面は、紙、瓶または他のパッケー
ジ、木、革、布地（キャンバス上の芸術作品または他の作品を含む）、植物、または道具
の表面の一部分であってよい。本明細書に記載のあらゆる装置のうちの少なくとも１つを
含んでよい、パッチ例４０２を図４に示す。パッチ４０２は表面に貼り付けられてよく、
たとえば、限定ではないが、皮膚の一部分に貼り付けられてよい。パッチ４０２のコンフ
ォーマルセンサデバイス例によって行われた電気的測定に関連するデータを受信するため
に、コンピューティング装置例４０４が使用されてよい。たとえば、パッチ４０２は、信
号をコンピューティング装置例４０４に送信する送信機または送受信機を含んでよい。
【００４２】
　本明細書に記載のどの例においても、データをコンフォーマルセンサデバイスからコン
ピューティング装置に送信できるかどうかは、それらが互いにどの程度近接しているかに
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依存する可能性がある。たとえば、コンピューティング装置は、コンフォーマルセンサデ
バイスから数センチメートル以内にある場合にデータを受信するように構成されてよい。
ユーザは、コンフォーマルセンサデバイス（パッチ上に配置されているものを含む）から
のデータの送信を、コンピューティング装置をコンフォーマルセンサデバイスに近づけて
配置することにより促進することが可能である。
【００４３】
　後で詳述されるように、コンピューティング装置は、データの分析時にそのような機能
性を実施するアプリケーション（「Ａｐｐ」）を含んでよい。たとえば、少なくとも１つ
のセンサコンポーネントからのデータは、プロセッサがコンピューティング装置例４０４
上でＡｐｐを実行して物体または個人の特性を表すものを提示することにより、本明細書
に記載のように分析されることが可能である。たとえば、データの分析により、本明細書
に記載の原理に従って、特性を表すパラメータを少なくとも１つ提供することが可能であ
り、そのパラメータは、たとえば、表面の電磁放射への曝露量、表面に塗布された製品の
ＳＰＦ係数、表面に当てはまるＵＶ指数（ＵＶＩ）、表面に当たる電磁（ＥＭ）放射の、
同じＥＭ放射の外部測定値を基準とする、大気状態に起因する変化、または表面の状態、
物体または個人の温度、表面の水和状態などであり、これらに限定されない。
【００４４】
　いくつかの例では、データの分析により、特性を表すパラメータを少なくとも１つ提供
することが可能であり、そのパラメータは、たとえば、表面に当てはまるＵＶ指数（ＵＶ
Ｉ）、または、表面に当たる電磁（ＥＭ）放射の、同じＥＭ放射の外部測定値を基準とす
る、大気状態に起因する変化であり、これらに限定されない。一例では、Ａｐｐの分析エ
ンジンは、局所的なＥＭ測定値を、遠くのＥＭの予報値、予測値、または測定値（たとえ
ば、集中気象サービスから提供されるものであり、これに限定されない）と比較するため
に実装されてよい。別の例では、Ａｐｐの分析エンジンは、特定の地理的地域に関する集
中気象サービス（たとえばＷｅａｔｈｅｒ　Ｃｈａｎｎｅｌであり、これに限定されない
）からのＵＶＩを、その特定の地理的地域に住む一個人の実際のＵＶＩと比較するために
実装されてよい。別の例では、Ａｐｐの分析エンジンは、オゾン状態および／またはスモ
ッグ状態が変化する中での一個人のＵＶ曝露量の変化を計算するために実装されてよい。
【００４５】
　いくつかの例では、Ａｐｐは、少なくとも１つのパラメータのロギングおよび／または
トラッキングをある期間にわたって行うために実装されてよい。たとえば、Ａｐｐは、表
面のＳＰＦ状態のロギングおよび／またはトラッキングを、ある期間にわたって、偶発的
なセンサ測定値に基づいて行うために実装されてよい。すなわち、コンピューティング装
置上のＡｐｐは、パッチ４０２のコンフォーマルセンサデバイスからの温度の測定値、電
磁放射の測定値、電気的測定値、または他のセンサコンポーネント測定値を表すデータを
分析し、物体または個人の特性を表す少なくとも１つのパラメータを提供するための分析
エンジンをコンピューティング装置のプロセッサ装置が実装するように、プロセッサで実
行可能な命令を含んでよい。
【００４６】
　図４に示されるように、パッチ例４０２は、表面に貼り付けられた物質４０６と関連し
て使用されてよい。物質４０６は、表面の疾患の治療を行うなど、表面の状態を変化させ
るように構成されてよい。たとえば、物質４０６は、表面に貼り付けられてＵＶまたは他
の有害なＥＭ放射から表面を保護するように構成されてよい。この例では、パッチ例は、
電気的測定を実施して、表面上でのＵＶおよび／またはＳＰＦのセンシング結果を表すも
のを提供すること、太陽によるダメージを防ぐこと、および／または、保護用製品を推奨
することを行うように構成されてよい。別の例では、物質４０６は、表面に貼り付けられ
て、表面の疾患または他の形質異常の治療を行うように構成されてよい。他の例では、物
質４０６は、状態に対する処置を行うことにより物体または個人の温度を下げる薬剤物質
、生物学的物質、または他の物質であってよい。この例では、パッチ例は、物体または個
人の温度をモニタリングするための温度測定を行うように構成されてよい。
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【００４７】
　ある期間（たとえば終日）にわたって、ＮＦＣ対応コンピューティング装置をパッチ４
０２のそばに配置して、測定値からデータを収集することが可能である。たとえば、デー
タの分析により、日焼け防止能力がまだどれだけ残っているかのチェックを行うことを容
易にすることが可能である。
【００４８】
　一例では、パッチ例４０２は、快適さおよび通気性のために構成された、耐久性のある
センサパッチまたは使い捨ての粘着パッチであってよい。使用後に（たとえば、一日の終
わりに）、消費者は、使い捨ての粘着パッチを廃棄したり、センサパッチを後でまた使用
するために保管したりしてよい。センサパッチは、充電パッドにより再充電されてよい。
【００４９】
　図５に示されるように、コンピューティング装置例１０４は、通信モジュール５１０お
よび分析エンジン５１２を含んでよい。通信モジュール５１０は、コンフォーマルセンサ
デバイスの少なくとも１つのセンサコンポーネントの測定値を表すデータを受信するため
に実装されてよい。分析エンジン５１２は、データを分析して、表面の特性およびコンフ
ォーマル接触の度合を表す少なくとも１つのパラメータを生成するために実装されてよい
。図５の例に示されるように、コンピューティング装置１０４は、分析エンジン５１２を
起動するためにユーザが実施できるアプリケーション（Ａｐｐ）５１４をプロセッサ装置
が実行できるように、プロセッサで実行可能な命令を含んでよい。一例では、プロセッサ
で実行可能な命令は、ソフトウェア、ファームウェア、または他の命令を含んでよい。
【００５０】
　通信モジュール例５１０は、コンフォーマルセンサデバイス１０２とコンピューティン
グ装置１０４との間の情報交換に使用可能な任意の有線および／または無線通信インタフ
ェースを実装するように構成されてよい。有線通信インタフェースの非限定的な例として
、ＵＳＢポート、ＲＳ２３２コネクタ、ＲＪ４５コネクタ、イーサネット（登録商標）コ
ネクタ、およびこれらに関連する任意の好適な回路が挙げられ、これらに限定されない。
無線通信インタフェースの非限定的な例として、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）技術、
Ｗｉ－Ｆｉ、Ｗｉ－Ｍａｘ、ＩＥＥＥ　８０２．１１技術、無線周波数（ＲＦ）通信、赤
外線データ協会規格（ＩｒＤＡ）対応プロトコル、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ
）、ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）、共用無線アクセスプロトコル（ＳＷＡＰ）を
実装したインタフェースが挙げられ、これらに限定されない。
【００５１】
　本明細書に記載のどの例においても、コンピューティング装置１０４上のＡｐｐ５１４
は、分析エンジンがコンフォーマルセンサデバイスからの電気的測定値を分析して少なく
とも１つのパラメータを構成するように、プロセッサで実行可能な命令を含んでよく、そ
のようなパラメータは、物体または個人の温度、表面の電磁放射への曝露量、表面の曝露
量の、外部測定値を基準とする変化、表面の水和状態、表面の状態（ＳＰＦ状態）を表す
もの、表面に当てはまるＵＶ指数（ＵＶＩ）、または、表面に当たる電磁（ＥＭ）放射の
、同じＥＭ放射の外部測定値を基準とする、大気状態に起因する変化の測定値であり、こ
れらに限定されない。いくつかの例では、Ａｐｐ５１４は、（ｉ）製品の推奨、（ｉｉ）
製品の再貼り付けの提案、または（ｉｉｉ）推奨製品の購入またはサンプル入手を容易に
するインタフェースの提示を行うための、プロセッサで実行可能な命令を含んでよい。
【００５２】
　図６Ａは、本明細書に記載の任意のシステム例および方法例を実装するために採用可能
なコンピュータシステム例６００の全体アーキテクチャを示す。図６Ａのコンピュータシ
ステム６００は、少なくとも１つのメモリ６２５と通信可能に結合された１つ以上のプロ
セッサ６２０、１つ以上の通信インタフェース６０５、ならびに１つ以上の出力装置６１
０（たとえば、１つ以上のディスプレイ装置）および１つ以上の入力装置６１５を含む。
【００５３】
　図６Ａのコンピュータシステム６００では、メモリ６２５は、任意のコンピュータ可読
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記憶媒体を含んでよく、本明細書に記載の各種機能性をそれぞれのシステムに実装するた
めのプロセッサで実行可能な命令などのコンピュータ命令、ならびに、それらの命令に関
連するデータ、それらの命令によって生成されるデータ、あるいは、通信インタフェース
または入力装置を介して受信されるデータを記憶することが可能である。図６Ａに示され
たプロセッサ６２０は、メモリ６２５に記憶された命令を実行するために使用されてよく
、その実行時には、命令の実行に従って処理および／または生成された各種情報をメモリ
から読み出したりメモリに書き込んだりしてもよい。
【００５４】
　図６Ａに示されたコンピュータシステム６００のプロセッサ６２０はまた、通信インタ
フェース６０５と通信可能に結合されてよく、命令の実行に従って各種情報の送信または
受信を行うように通信インタフェース６０５を制御してよい。たとえば、通信インタフェ
ース６０５は、通信手段６１４と結合されてよく、通信手段６１４は、たとえば、有線ま
たは無線のネットワーク、バス、または他の通信手段であって、これらに限定されず、し
たがって、通信インタフェース６０５は、コンピュータシステム６００が他の装置（たと
えば、他のコンピュータシステム）に情報を送信したり、かつ／または、そこから情報を
受信したりすることを可能にしてよい。図６Ａのシステムには明示的に示されていないが
、１つ以上の通信インタフェースが、システム６００のコンポーネント間の情報の流れを
促進する。いくつかの実施例では、通信インタフェースは、コンピュータシステム６００
の少なくともいくつかの態様へのアクセスポータルとしてウェブサイトを提供するように
（たとえば、各種のハードウェアコンポーネントまたはソフトウェアコンポーネントによ
り）構成されてよい。
【００５５】
　図６Ａに示されたコンピュータシステム６００の出力装置６１０は、たとえば、命令の
実行に関連する各種情報の表示または他の方法での通知を可能にするために与えられてよ
い。入力装置６１５は、たとえば、ユーザが手動調節、選択、データまたは他の各種情報
の入力、または命令実行中におけるプロセッサとの、任意の様々な方法でインタラクショ
ンを行うことを可能にするために与えられてよい。
【００５６】
　本明細書に記載のシステム、方法、および動作の各例は、デジタル電子回路として実装
可能であり、あるいは、コンピュータのソフトウェア、ファームウェア、またはハードウ
ェアとして実装可能であり、これらには、本明細書に開示の構造物およびそれらの構造的
均等物、またはこれらのうちの１つ以上を組み合わせたものが含まれる。本明細書に記載
のシステム、方法、および動作の各例は、コンピュータ記憶媒体上でエンコードされてい
て、データ処理装置によって実行されるか、データ処理装置の動作を制御するための１つ
以上のコンピュータプログラム、すなわち、コンピュータプログラム命令の１つ以上のモ
ジュールとして実装されてよい。プログラム命令は、データ処理装置による実行のために
情報をエンコードして好適な受信装置に送信するために生成される、人工的に生成される
伝搬信号（たとえば、マシン生成される電気信号、光信号、または電磁信号）の上でエン
コードされてよい。コンピュータ記憶媒体は、コンピュータ可読記憶装置、コンピュータ
可読記憶基板、ランダムアクセスメモリまたはシリアルアクセスメモリのアレイまたはデ
バイス、またはこれらのうちの１つ以上を組み合わせたものであってよく、またはこれら
に含まれてよい。さらに、コンピュータ記憶媒体は、伝搬信号ではないが、人工的に生成
された伝搬信号にエンコードされるコンピュータプログラム命令の送り側または受け側で
あってよい。コンピュータ記憶媒体はまた、１つ以上の独立した物理コンポーネントまた
は媒体（たとえば、複数のＣＤ、ディスク、または他の記憶装置）であってよく、あるい
はこれらに含まれてよい。
【００５７】
　本明細書に記載の動作は、１つ以上のコンピュータ可読記憶装置に記憶されているデー
タまたは他のソースから受け取られたデータに対してデータ処理装置が行う動作として実
装されてよい。
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【００５８】
　「データ処理装置」または「コンピューティング装置」という用語は、データを処理す
るためのあらゆる種類の装置、デバイス、およびマシンを包含し、たとえば、プログラマ
ブルプロセッサ、コンピュータ、システムオンチップ、またはこれらの複数の集合体、ま
たはこれらを組み合わせたものなどを包含する。この装置は、専用論理回路、たとえば、
ＦＰＧＡ（フィールドプログラマブルゲートアレイ）やＡＳＩＣ（特定用途向け集積回路
）を含んでよい。この装置はまた、ハードウェアに加えて、対象コンピュータプログラム
の実行環境を作成するコードを含んでよく、たとえば、プロセッサファームウェア、プロ
トコルスタック、データベース管理システム、オペレーティングシステム、クロスプラッ
トフォームランタイム環境、仮想マシン、またはこれらのうちの１つ以上を組み合わせた
ものを含んでよい。
【００５９】
　コンピュータプログラム（プログラム、ソフトウェア、ソフトウェアアプリケーション
、スクリプト、アプリケーション、またはコードとも呼ばれる）は、任意の形式のプログ
ラミング言語で書かれてよく、たとえば、コンパイル済みまたは解釈済み言語、宣言型言
語、または手続き型言語などで書かれてよく、また、任意の形式で配備されてよく、たと
えば、スタンドアロンプログラムとして、あるいは、モジュール、コンポーネント、サブ
ルーチン、オブジェクト、または他の、コンピューティング環境での使用に適したユニッ
トとして配備されてよい。コンピュータプログラムは、ファイルシステムにおけるファイ
ルに相当してよいが、そうでなくてもよい。プログラムは、他のプログラムまたはデータ
（たとえば、マークアップ言語ドキュメント内に格納される１つ以上のスクリプト）を保
持するファイルの一部分に格納されてよく、あるいは、対象プログラム専用の単一ファイ
ルに格納されてよく、あるいは、連係する複数のファイル（たとえば、１つ以上のモジュ
ール、サブプログラム、またはコード部分を格納するファイル群）に格納されてよい。コ
ンピュータプログラムは、１つのコンピュータ、または、一箇所に配置されているか複数
箇所にまたがって分散配置されて通信ネットワークで相互接続されている複数のコンピュ
ータで実行されるように配備されてよい。
【００６０】
　本明細書に記載のプロセスおよび論理フローは、１つ以上のコンピュータプログラムを
実行して、入力データに作用して出力を生成することによりアクションを実施する、１つ
以上のプログラマブルプロセッサによって実施されてよい。プロセスおよび論理フローは
また、専用論理回路、たとえば、ＦＰＧＡ（フィールドプログラマブルゲートアレイ）や
ＡＳＩＣ（特定用途向け集積回路）によって実行されてもよく、装置は、そのような専用
論理回路として実装されてもよい。
【００６１】
　コンピュータプログラムの実行に好適なプロセッサは、たとえば、汎用マイクロプロセ
ッサであっても専用マイクロプロセッサであってもよく、あらゆる種類のデジタルコンピ
ュータの任意の１つ以上のプロセッサであってもよい。一般に、プロセッサは、命令およ
びデータを、読み出し専用メモリまたはランダムアクセスメモリ、あるいはその両方から
受信する。コンピュータの基本的な要素は、命令に従ってアクションを実施するプロセッ
サと、命令およびデータを記憶する１つ以上のメモリデバイスである。一般に、コンピュ
ータはまた、データを記憶する１つ以上の大容量記憶装置（たとえば、磁気ディスク、光
磁気ディスク、または光ディスク）を含み、あるいは、このような大容量記憶装置と作用
的に結合されて、大容量記憶装置からデータを受信したり、大容量記憶装置にデータを転
送したり、その両方を行ったりする。しかしながら、コンピュータがそのような装置を有
することは必須ではない。さらに、コンピュータは別の装置に埋め込まれてよく、たとえ
ば、携帯電話、電子手帳（ＰＤＡ）、モバイルオーディオもしくはビデオプレーヤ、ゲー
ムコンソール、全地球測位システム（ＧＰＳ）受信機、またはポータブル記憶装置（たと
えば、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）フラッシュドライブ）に埋め込まれてよい。
コンピュータプログラム命令およびデータの記憶に好適なデバイスは、あらゆる形式の不
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揮発性のメモリ、メディア、およびメモリデバイスを含み、たとえば、半導体メモリデバ
イス（たとえば、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、およびフラッシュメモリデバイス）、磁気
ディスク（たとえば、内蔵ハードディスクまたはリムーバブルハードディスク）、光磁気
ディスク、ならびにＣＤ－ＲＯＭディスクおよびＤＶＤ－ＲＯＭディスクを含む。プロセ
ッサおよびメモリは、専用論理回路によって補強されてよく、あるいは、専用論理回路に
組み込まれてよい。
【００６２】
　ユーザとのインタラクションを提供するために、本明細書に記載の対象の実施形態は、
ユーザに対して情報を表示するディスプレイ装置（たとえば、ＣＲＴ（ブラウン管）モニ
タ、プラズマモニタ、またはＬＣＤ（液晶ディスプレイ）モニタ）と、ユーザがコンピュ
ータに入力を行う際に使用可能なキーボードおよびポインティングデバイス（たとえば、
マウス、タッチスクリーン、またはトラックボール）と、を有するコンピュータに実装さ
れてよい。ユーザとのインタラクションを提供するべく他の種類のデバイスも使用されて
よく、たとえば、ユーザに与えられるフィードバックは任意の形式の感覚フィードバック
であってよく、たとえば、視覚フィードバック、聴覚フィードバック、または触覚フィー
ドバックであってよく、ユーザからの入力は、音響入力、発話入力、または接触入力を含
む任意の形式で受けられてよい。さらに、コンピュータは、ユーザが使用している装置に
ドキュメントを送信したり、その装置からドキュメントを受信したりすることにより、ユ
ーザとのインタラクションを行うことが可能であり、これは、たとえば、ユーザのクライ
アント装置上のウェブブラウザから受信した要求に対する応答として、そのウェブブラウ
ザにウェブページを送信することにより可能である。
【００６３】
　いくつかの例では、本明細書に記載のシステム、方法、または動作は、バックエンドコ
ンポーネントを、たとえば、データサーバとして含むコンピューティングシステム、また
はミドルウェアコンポーネント、たとえば、アプリケーションサーバを含むコンピューテ
ィングシステム、またはフロントエンドコンポーネント、たとえば、ユーザが本明細書に
記載の主題の実装形態とのインタラクションを行うことができるグラフィカルユーザイン
タフェースまたはウェブブラウザを有するクライアントコンピュータを含むコンピューテ
ィングシステム、または１つ以上のそのようなバックエンドコンポーネント、ミドルウェ
アコンポーネント、またはフロントエンドコンポーネントの何らかの組み合わせを含むコ
ンピューティングシステムにおいて実装されてよい。このシステムの各コンポーネントは
、任意の形式または媒体のデジタルデータ通信、たとえば、通信ネットワークによって相
互接続されてよい。通信ネットワークの例として、ローカルエリアネットワーク（「ＬＡ
Ｎ」）およびワイドエリアネットワーク（「ＷＡＮ」）、インターネットワーク（たとえ
ば、インターネット）、ピアツーピアネットワーク（たとえば、アドホックピアツーピア
ネットワーク）などが挙げられる。
【００６４】
　コンピュータシステム例４００は、クライアントおよびサーバを含んでよい。クライア
ントとサーバは、概して互いに離れており、典型的には通信ネットワークを介してインタ
ラクションを行う。クライアントとサーバの関係は、それぞれのコンピュータで動作して
いて互いにクライアント－サーバ関係を有するコンピュータプログラムによって成立する
。実施形態によっては、サーバはクライアント装置にデータを送信する（たとえば、これ
は、クライアント装置とインタラクションを行っているユーザに対してデータを表示し、
そのユーザからのユーザ入力を受信するためである）。クライアント装置において（たと
えば、ユーザインタラクションの結果として）生成されたデータは、サーバにおいて、ク
ライアント装置から受信されてよい。
【００６５】
　図６Ｂは、本明細書に記載のいずれかのシステム例、装置例、およびデバイス例を使用
して実施可能な方法例を示す。この方法例を用いることにより、物体または個人の表面の
一部分に装着されたコンフォーマルセンサデバイスを使用して物体または個人の特性をモ
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ニタリングすることが可能である。この方法は、コンフォーマルセンサデバイスの少なく
とも１つのセンサコンポーネントの少なくとも１つの測定値を表すデータを、通信インタ
フェースを使用して受信するステップ６５０を含む。コンフォーマルセンサデバイスは少
なくとも１つのセンサコンポーネントを含み、この少なくとも１つのセンサコンポーネン
トは、（ａ）この少なくとも１つのセンサコンポーネントに入射する電磁放射であって、
電磁スペクトルの赤外領域、可視領域、または紫外領域の周波数を有する電磁放射の量と
、（ｂ）表面の一部分の温度と、のうちの少なくとも一方の少なくとも１つの測定値を取
得する。コンフォーマルセンサデバイスは、表面の輪郭に略追従してコンフォーマル接触
の度合いを与える。この方法は、アプリケーションを実行する処理装置を使用して、デー
タを分析して、表面の特性およびコンフォーマル接触の度合を表す少なくとも１つのパラ
メータを生成するステップ６５２を含む。少なくとも１つの測定値を表すデータは、コン
フォーマル接触の度合を表すデータを含む。表面の特性は、表面の電磁放射への曝露量と
、物体または個人の温度と、のうちの少なくとも一方である。
【００６６】
　Ａｐｐ例を使用する非限定的な実施例
　コンピューティング装置上でのＡｐｐの非限定的な実施例を説明する。本Ａｐｐの説明
は一連のスクリーンショットおよびナビゲーション手順に関して行うが、本明細書の主題
はそのようには限定されない。
【００６７】
　説明される非限定的な実施例においては、Ａｐｐは、少なくとも１つの電磁放射センサ
または少なくとも１つの温度センサを含むコンフォーマルセンサデバイス例とともに使用
されるものとして説明される。Ａｐｐ例は、ＵＶ光センシングプラットフォームまたは温
度センシングプラットフォームとともに使用されるＡｎｄｒｏｉｄ（登録商標）アプリケ
ーションとして構成される。本ＡｐｐはＡｎｄｒｏｉｄ（登録商標）Ａｐｐとして開発さ
れるが、本開示はそのようには限定されない。本Ａｐｐ例は、他のオペレーティングシス
テムで動作するように構成されてもよく、たとえば、ｉＯＳ（登録商標）オペレーティン
グシステムやＷｉｎｄｏｗｓ（登録商標）オペレーティングシステムで動作するように構
成されてもよい。
【００６８】
　本実施例における非限定的なコンポーネント例および材料例は以下のとおりである。本
Ａｐｐは、ＡＮＤＲＯＩＤ（登録商標）オペレーティングシステムを動作させている、Ｎ
ＦＣが装備されたインターネット接続ハンドヘルドコンピューティング装置（たとえばＳ
ａｍｓｕｎｇ　Ｇａｌａｘｙ　Ｎｏｔｅ（登録商標）ＩＩであり、これに限定されない）
とともに使用されてよい。本Ａｐｐは、センサ用Ａｐｐ（＊．ａｐｋファイル）としてダ
ウンロードされるように構成されてよい。
【００６９】
　ＡＮＤＲＯＩＤ（登録商標）オペレーティングシステムを動作させている様々なタイプ
のコンピューティング装置のそれぞれにおいて、ＮＦＣアンテナのサイズおよび／または
場所は様々であってよい。なお、コンピューティング装置と、コンフォーマルセンサデバ
イスを含むパッチとの間の結合（同期（「ｓｙｎｃ」））を確実にする、コンピューティ
ング装置の最適な位置および／または方向を決定するために、ある程度の時間が取られて
よく、たとえば、約１０分、約１５分、約２０分、またはそれを超える時間が取られてよ
く、これらに限定されない時間が取られてよい。最適な位置および／または方向を見つけ
るために、コンピューティング装置に「センサを同期させる」ことをユーザに要求するア
ニメーションを表示するようにＡｐｐ例が構成されてよい。データをコンフォーマルセン
サデバイスからコンピューティング装置に転送するためには、ある一定期間にわたって接
続が安定していることが必要であると考えられる。いかなる実施例においても、適正な結
合の欠落を示す場合は「同期失敗（Ｓｙｎｃ　Ｆａｉｌｅｄ）」というメッセージを表示
するように本Ａｐｐが構成されてよい。
【００７０】
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　一実施例では、本Ａｐｐは、同期が成功すると、バッテリ状態を表示すること、同期し
ているセンサを挙げるように指示すること、所望のサンプリング頻度、ユーザの年齢、ま
たはユーザの皮膚のタイプなどであってこれらに限定されないパラメータを指定する情報
を入力することのうちの少なくとも１つを行うように、（たとえば、ポップアップで）ユ
ーザを促すように構成されてよい。
【００７１】
　一例では、ＥＭ　Ａｐｐ（図７を参照）を有するコンピューティング装置を電磁（ＥＭ
）放射センサとともに使用して、ユーザに対するＵＶ（太陽）曝露量を解釈することが可
能である。電磁放射センサＡｐｐは、電磁放射センサ測定を実施してＵＶデータを収集す
る命令をコンフォーマルセンサデバイスに送信するように構成されてよい。別の例では、
本Ａｐｐは、別々に収集されてコンフォーマル電磁放射センサを含むＵＶパッチから近距
離無線通信（ＮＦＣ）によってコンピューティング装置に転送されたデータを使用するよ
うに構成されてよい。この例では、太陽強度（ＵＶＡおよびＵＶＢ）、曝露時間、および
皮膚のタイプなどのデータに基づいて計算が行われる。
【００７２】
　コンピューティング装置上で動作するＥＭ　Ａｐｐにおいてはユーザエクスペリエンス
に焦点が当てられているが、コンフォーマルセンサデバイスを含むパッチにおいては、パ
ッチと、物体または個人の表面との間のコンフォーマル接触の度合に基づくことを含めて
、データとその信頼性に焦点が当てられている。たとえば、ＥＭ　Ａｐｐのディスプレイ
によりユーザに対して表示される情報は、パッチと表面との間のコンフォーマル接触の度
合に基づくことを含めて、パッチで収集されるデータと同レベルの精度を有する。パッチ
は、充電済みであり、動作可能であり、コンフォーマル接触の度合を低減しうるゴミがな
いことを確認されなければならない。
【００７３】
　図７の例に示されるように、ＥＭ　Ａｐｐは、ユーザがホームページの様々な部分をク
リックすることによってより詳細なデータにアクセスできるように、ホームページを中心
とするように開発されてよい。たとえば、図７に示されるように、ダッシュボード例７０
０内には６個の異なるボタン（３個の動的ボタンと３個の静的ボタン）がある。本Ａｐｐ
の左上隅に位置する「戻る」ボタン、またはコンピューティング装置上の物理的な「戻る
」ボタンなどの機能を使用すると、ユーザはホームページダッシュボード７００に戻る。
ＵＶ電磁放射センサ例Ａｐｐは、この実施例では太陽センサＡｐｐとして描かれている。
【００７４】
　図８は、ＥＭ　Ａｐｐのホームページ８００として表示できるグラフィック例を示す。
ホームページ８００は、物体または個人の特性を示すために、電磁放射センサ測定値に基
づいて計算できるパラメータのタイプの例を示している。たとえば、ホームページ８００
は、ＵＶ曝露量ホイール８０２および／または曝露量パーセンテージの計算値８０４を表
示するように構成されてよい。これらのパラメータは、本Ａｐｐの分析エンジンを使用し
、（たとえば、ユーザの皮膚のタイプに基づいて）ユーザごとに指定されたＵＶＩ－分の
線量を用いて計算できる。ユーザが、Ａｐｐの分析エンジンを使用して計算される１００
％の曝露量を受けた場合、このユーザは、有害レベルのＵＶ放射曝露量を受ける危険性が
あることになる（この場合、ユーザは第１度熱傷を負う可能性がある）。
【００７５】
　また、この例に示されるように、ホームページ８００は、安全なＵＶ曝露量のための推
奨残り時間８０６の計算結果を表示するように構成されてよい。この残り時間は、たとえ
ば当日のユーザの累積ＵＶＩ－分曝露量であってこれに限定されないデータに基づいて、
かつ、直近のＵＶＡおよびＵＶＢレベルの測定値（最終同期時間）に基づいて、計算され
てよい。一例では、予測に基づくユーザの残り時間がゼロの場合、ユーザは、（たとえば
、曝露量ホイール８０２上に表示されるような）それぞれの推奨されるＵＶＩ－分の線量
の１００％を受けたと見なされる。あるいは、曝露量ホイールにおいていくらかのパーセ
ンテージが残っている場合、ＥＭ　Ａｐｐは、残り時間インジケータ８０６により、現在
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の太陽条件に基づく、ユーザが外にいられる時間長をユーザに知らせるように構成される
。ＥＭ　Ａｐｐは、たとえば、示された、ユーザの皮膚のタイプ（たとえば、業界全体の
フィッツパトリック分類スケールに基づくタイプ）に基づいて、ユーザに対する推奨レベ
ルのＵＶ曝露量を計算して、ユーザごとのＵＶＩ×分の線量を規定するように構成されて
よい。
【００７６】
　また、この例に示されるように、ホームページ８００は、経過時間８０８（ユーザが太
陽に当たって過ごした時間）、ＳＰＦ値８１０（当日の最大太陽強度（ＵＶＡおよびＵＶ
Ｂ）に基づく推奨製品ＳＰＦ）、およびＵＶＡ／ＵＶＢに対する値８１２（ＵＶＡおよび
ＵＶＢに対する直近のＵＶＩレベルの計算値）のうちの少なくとも１つを表示するように
構成されてよい。
【００７７】
　ＥＭ　Ａｐｐ例は、「同期」ボタン８１４により、パッチ内のコンフォーマルセンサデ
バイスからコンピューティング装置へのデータ転送を推進するようになっていてよい。た
とえば、コンピューティング装置は、最後の同期以降に収集された（たとえば、コンフォ
ーマルセンサデバイスのＥＥＰＲＯＭメモリから転送された）データを、ＮＦＣを使用し
て受信してよい。このデータは、コンピューティング装置のデータベースに記憶されてよ
い。別の例では、データは、別の技術、たとえばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）やＷｉ
－Ｆｉであってこれらに限定されない別の技術によって転送されてよい。
【００７８】
　図９は、ユーザが本Ａｐｐを使用してナビゲートできる表の一例を示しており、この例
は、コンフォーマルセンサデバイスから収集されたデータ、および収集頻度を示している
。図１０は、コンフォーマルセンサデバイスから収集されたデータのグラフィック表示例
を示しており、たとえば、ある一定期間にわたって収集されたデータのセット（たとえば
、終日のデータ）を示している。
【００７９】
　図１１は、ＵＶＩレベルレンジに基づく離散レベルの表示例を示す。たとえば、世界保
健機関（ＷＨＯ）が設定した基準に基づいて、ＵＶＩレベルを表す色スキームが使用され
てよい（緑－ＵＶＩ　０～２、黄－ＵＶＩ　３～５、橙－ＵＶＩ　６～７、赤－ＵＶＩ　
８～１０、紫－ＵＶＩ　１１以上）。ＵＶＩ色バーの表示により、各色領域を用いて、直
近の時刻までのユーザの、そのＵＶＩレベルへの曝露量を表すことが可能である。ＥＭ　
Ａｐｐディスプレイのバーは、ある一定期間の終わりに（たとえば、限定ではないが、毎
日の終わりに）リセットされてよい。ＥＭ　Ａｐｐはまた、各ＵＶＩブラケット内で過ご
された相対時間でタグ付けされたバーを表示するように構成されてよい。
【００８０】
　図１２は、ＥＭ　Ａｐｐがユーザに対して表示できる設定ページの一例を示す。ユーザ
は、サンプリング頻度、年齢、および皮膚のタイプを指定するよう促される。それぞれの
指定は、スライダ機能の使用、数値の入力、または他の、値を指定するための実行可能な
表示により、行われてよい。
【００８１】
　図１３は、ＥＭ　Ａｐｐ上でユーザがアクセスできるパッチ情報表示の一例を示してお
り、これはコンフォーマルセンサデバイスおよびパッチレイアウトに関する情報を提供し
ている。たとえば、ＥＭ　Ａｐｐは、パッチの様々な部分の表示、それらがどのように動
作するか、ならびに、パッチを体表に配置および実装するためにユーザが使用できる情報
を示すように構成されてよい。
【００８２】
　非限定的な一例では、ＥＭ　Ａｐｐの分析エンジンは、ＵＶＡ、ＵＶＢ、ＵＶＩの各レ
ベルを以下のように計算するように構成されてよい。
　ＵＶＡ＝ＵＶＡスケーラ×Ｈｅｘ２Ｄｅｃ（（（［７；０］－サンプル時間）＜＜＝８
）＋［１５；８］）
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＊ＵＶＡは最も近い整数に丸められる。デフォルトのＵＶＡスケーラ＝０．０４９５９
　ＵＶＢ＝ＵＶＢスケーラ×Ｈｅｘ２Ｄｅｃ（（（［２３；１６］－サンプル単位）＜＜
＝８）＋［３１；２４］）
＊ＵＶＢは最も近い整数に丸められる。デフォルトのＵＶＢスケーラ＝０．０１４４６
　ＵＶＩ＝２５％（ＵＶＡ）＋７５％（ＵＶＢ）
＊ＵＶＩは最も近い整数に丸められる。ＵＶＩは、表示されることはないが、累積ＵＶＩ
×分の計算に使用される。
【００８３】
【表１】

【００８４】
経過時間：
　経過時間＝１ＵＶＩ以上の中で過ごした総時間
＊経過時間は毎日の初めに０：００にリセットされる。
残り時間：
【００８５】

【数１】

【００８６】
＊累積ＵＶＩ×分は毎日の初めにリセットされる。最新ＵＶＩレベルが０ＵＶＩの場合、
この計算のために１ＵＶＩに変更される。
曝露量パーセンテージ：
【００８７】
【数２】

【００８８】
＊累積ＵＶＩ×分は毎日の初めにリセットされる。
【００８９】
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【表２】

【００９０】
　図１４は、計算に使用された値を示すために使用されてよい表示の一例を示す。たとえ
ば、図１４は、計算に使用されるスケーラＵＶＢの一例を示す。この値は、ＥＥＰＲＯＭ
上の値の１０進表現に乗じられる。ＵＶＢ（ＵＶＩ）＝スケーラ×ｈｅｘ２ｄｅｃ（ＵＶ
Ｂメモリロケーション）。スカラＵＶＢ値を増やした結果、分析エンジンは、読み取られ
たデータから、より高いＵＶＢ値を計算する。
【００９１】
　図１５は、Ａｐｐの別の実施例を示しており、ここでは、温度Ａｐｐを有するコンピュ
ーティング装置が温度センサとともに使用されて、温度測定値の解釈を行う。この温度Ａ
ｐｐ例は、ＥＭ　Ａｐｐに関して上述されたように、ＡＮＤＲＯＩＤ（登録商標）オペレ
ーティングシステムをベースとして構成される。たとえば、温度Ａｐｐは、ホームページ
１５００をベースとして構成され、ホームページ１５００では、ユーザが６個の異なるボ
タン（ダッシュボード内の３個の動的ボタンと３個の静的ボタン）をクリックすることに
より、データおよび分析結果にアクセスできる。戻るボタン（本Ａｐｐの左上隅にあるか
、または装置上の物理的なボタン）を押すことにより、ユーザはホームページ１５００に
戻る。
【００９２】
　図１６は、ホームページ１５００の各フィールド例を示す。本Ａｐｐは、パッチのコン
フォーマルセンサデバイスで測定された最新の温度をユーザに知らせるために、温度グラ
フィック１５０４および温度計グラフィック１５０４を表示するように構成されてよい。
温度計グラフィック１５０４上の線は、アラームが設定されている場所を表す。本Ａｐｐ
はアラームフィールド１５０６を表示しており、このフィールドは、ユーザまたはユーザ
の承諾を受けた医師が指定する閾値としてのアラーム設定（この例では９８°Ｆ）を示し
ている。アラームが９８°Ｆ以上に設定されている場合、直近に測定されたコンフォーマ
ルセンサデータ値がそのアラームレベルを上回れば、アラームがトリガされてよい。別の
例では、アラームが９７°Ｆ以下に設定されている場合、直近の値がその温度を下回れば
、アラームがトリガされる。一例では、アラームがトリガされたときに、ホームページ上
のアラームボタン１５０６が複数回点滅するか、コンピューティング装置が聴覚アラート
、振動アラート、および／または他の視覚アラートを発行するように、本Ａｐｐが構成さ
れてよい。たとえば、アラームフィールド１５０６は、５回点滅した後、直近の温度測定
値がアラーム設定レンジから外れたことが観測されるまで指定の色（たとえば黄または赤
）にとどまってよい。本Ａｐｐは、平均温度フィールド１５０８（直近の同期時と測定期
間の開始時との間の測定温度の平均）および最低／最高フィールド１５１０（測定期間に
わたって測定された高い温度および低い温度）を表示するために使用されてよい。温度Ａ
ｐｐ例は、「同期」ボタン１５１２により、パッチ内のコンフォーマルセンサデバイスか
らコンピューティング装置へのデータ転送を促進する。たとえば、コンピューティング装
置は、最後の同期以降に収集された（たとえば、コンフォーマルセンサデバイスのＥＥＰ
ＲＯＭメモリから転送された）データを、ＮＦＣを使用して受信してよい。このデータは
、コンピューティング装置のデータベースに記憶されてよい。別の例では、データは、別
の技術、たとえばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）やＷｉ－Ｆｉであってこれらに限定さ
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れない別の技術によって転送されてよい。
【００９３】
　図１７に示されるように、温度Ａｐｐ例は、コンフォーマルセンサデバイスの測定に基
づいて収集されパッチから読み取られたすべてのデータの表を表示するように構成されて
よい。この表には、ユーザが最低／最高ボタンまたは平均ボタンからこの表にナビゲート
することに基づいて、アラームインジケータが表示されてよい。図１８に示されるように
、温度Ａｐｐはまた、（指定時間内の測定点を表して）温度の平均値のグラフィカルプロ
ットを示すように構成されてよい。プロット例は、最高温度（明示されているとおり）、
データ分析に基づく平均温度、および最低温度（明示されているとおり）の各値を表す線
を含んでよい。本Ａｐｐは、これらの様々な基準線を、ユーザが最低／最高ボタンおよび
平均ボタンのいずれからグラフにナビゲートしたかに応じて表示するように構成されてよ
い。
【００９４】
　図１９は、温度センサに関する値を指定するために使用できる設定ページの一例を示す
。たとえば、データ収集頻度またはサンプル測定頻度をスライダで設定することが可能で
ある。一例では、スライダを変更することにより、パッチのサンプリング頻度（パッチが
皮膚の温度を読み取る頻度）に直接影響を及ぼすことが可能である。サンプリング頻度は
パッチの電源の寿命に影響する可能性がある（たとえば、設定された頻度が高いほど、パ
ッチのバッテリ寿命は長くなる）。ユーザの年齢を設定するためのスライダ例も示されて
いる。温度Ａｐｐはまた、ユーザが温度の尺度（すなわち、°Ｆと℃）をトグルすること
を可能にする。
【００９５】
　図２０は、温度Ａｐｐ上でユーザがアクセスできるパッチ情報表示の一例を示しており
、これはコンフォーマルセンサデバイスおよびパッチレイアウトに関する情報を提供して
いる。たとえば、温度Ａｐｐは、パッチの様々な部分の表示、それらがどのように動作す
るか、ならびに、パッチを体表に配置および実装するためにユーザが使用できる情報を示
すように構成されてよい。
【００９６】
　図２１は、アラームの表示およびスライダの一例を示す。この表示例は、現在のアラー
ム設定点を示している。ユーザは、スライダを左右に動かしてアラーム設定点を変更する
ことが可能である。スライダを変更することにより、直近の温度が設定点を上回った場合
にアラームがトリガされるようにしたり（この例ではアラーム設定が９８°Ｆ以上の場合
）、直近の温度が設定点を下回った場合にアラームがトリガされるようにしたり（アラー
ム設定が９７°Ｆ以下の場合）できる。
【００９７】
　図２２は、華氏スケーラ、摂氏スケーラ、華氏オフセット、および摂氏オフセットの各
値を含む測定データに基づいて、所望の温度特性を示すパラメータの計算で使用される値
を表示するために使用できる設定ページの一例を示す。
華氏スケーラの値は、パッチのＥＥＰＲＯＭ上の値の１０進表現に対する乗数であってよ
い。
【００９８】
　°Ｆ＝スケーラ×ｈｅｘ２ｄｅｃ（温度メモリロケーション）＋オフセット
この値を増やすと、表示される°Ｆ値を高くすることが可能である。
華氏オフセットの値は、Ａｐｐに表示されるフル°Ｆ温度を作成するために加算される。
【００９９】
　°Ｆ＝スケーラ×ｈｅｘ２ｄｅｃ（温度メモリロケーション）＋オフセット
この値を増やすと、表示される°Ｆ値が高くなる。
摂氏スケーラの値は、パッチのＥＥＰＲＯＭ上の値の１０進表現に対する乗数であってよ
い。
【０１００】
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　℃＝スケーラ×ｈｅｘ２ｄｅｃ（温度メモリロケーション）＋オフセット
この値を増やすと、表示される°Ｆ値を高くすることが可能である。
摂氏オフセットの値は、Ａｐｐに表示されるフル℃温度を作成するために加算される。
【０１０１】
　℃＝スケーラ×ｈｅｘ２ｄｅｃ（温度メモリロケーション）＋オフセット
この値を増やすと、表示される℃値が高くなる。
　非限定的な一例では、温度Ａｐｐの分析エンジンは、温度を以下のように計算するよう
に構成されてよい。
【０１０２】
　°Ｆ＝°Ｆスケーラ×Ｈｅｘ２Ｄｅｃ（（（［７；０］－サンプル時間）＜＜＝８）＋
［１５；８］）＋°Ｆオフセット
＊°Ｆは小数第１位に丸められる。デフォルトの°Ｆスケーラ＝０．０３２６。デフォル
トの°Ｆオフセット＝７７．５８９。
【０１０３】
　℃＝℃スケーラ×Ｈｅｘ２Ｄｅｃ（（（［７；０］－サンプル時間）＜＜＝８）＋［１
５；８］）＋℃オフセット
℃は小数第１位に丸められる。デフォルトの℃スケーラ＝０．０１８１１。デフォルトの
℃オフセット＝２５．３２７。
平均温度：
【０１０４】
【数３】

【０１０５】
＊平均温度は毎日の初めにリセットされる。
最低温度：
　最低温度＝当日に記録された最低温度
最高温度：
　最高温度＝当日に記録された最高温度
　本明細書は多くの具体的な実施詳細を含むが、これらは、いかなる発明の範囲または特
許請求されうる事柄の範囲に対しても限定として解釈されるべきではなく、むしろ、本明
細書に記載のシステムおよび方法の特定の実施形態に固有の特徴の説明であると解釈され
たい。本明細書において別々の実施形態に関連して説明された複数の特定の特徴を、１つ
の実施形態において組み合わせて実施することも可能である。逆に、１つの実施形態に関
連して説明された様々な特徴を、複数の実施形態において別々に実施したり、任意の好適
な部分的組み合わせで実施したりすることも可能である。さらに、各特徴が特定の組み合
わせで動作するように上述され、そのように最初に特許請求されている場合があるが、特
許請求される組み合わせのうちの１つ以上の特徴を、場合によっては、その組み合わせか
ら削除してもよく、その特許請求される組み合わせは、部分的組み合わせまたは部分的組
み合わせの変形形態を対象としてよい。
【０１０６】
　同様に、図面には動作が特定の順序で描かれているが、これは、そのような動作が、図
示されている特定の順序で実施されるか、または順番に実施されること、あるいは、図示
されているすべての動作を実施することが、所望の結果を達成するために必須であると理
解されるべきではない。場合によっては、特許請求項において述べられている各動作は、
別の順序で実施されてもよく、それでも所望の結果は達成され得る。さらに、添付図面に
描かれたプロセスは、図示された特定の順序で実施されるか、または順番に実施されるこ
とが、所望の結果の達成のために必ずしも必須ではない。
【０１０７】
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　特定の状況では、マルチタスクかつ並列の処理が有利となる場合がある。さらに、上述
の各実施形態において各種のシステムコンポーネントが別々になっていることについては
、すべての実施形態においてそのように別々になっていることが必須であると理解される
べきではなく、記載のプログラムコンポーネントおよびシステムは、一般に、１つのソフ
トウェア製品として統合されてよく、または複数のソフトウェア製品としてパッケージさ
れてもよいことを理解されたい。

【図１】 【図２】
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